
活
力
あ
る
町
づ
く
り
を

め
ざ
し
て

日
ご
ろ
、
町
会
の
運
営
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
三
月
末
に

町
会
相
談
役
の
長
谷
川
昭
氏
が
お

亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
長
谷

川
さ
ん
は
永
年
町
会
の
副
会
長
と

し
て
、
ま
た
町
会
館
の
管
理
な
ど

に
大
変
ご
苦
労
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
町
会
を
代

表
し
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。さ
て
、
四
月
日
に
宮
内
新
横

浜
線
が
開
通
し
交
通
の
利
便
性
が

一
局
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ

に
伴
い
危
険
な
場
所
が
出
現
し
万

全
な
安
全
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
大
ケ
谷
戸
5
町
会
は
、
中

原
警
察
署
、
中
原
区
建
設
セ
ン
タ

ー
に
対
し
大
谷
戸
小
学
校
へ
の
通

学
路
一
方
通
行
の
規
制
、
ニ
ケ
領

用
水
の
交
差
部
に
信
号
機
を
設
置

す
る
こ
と
を
開
通
以
前
よ
り
要
望

し
て
き
ま
し
た
。

六
月
二
日
に
は
中
原
区
役
所
に

て
大
ケ
谷
戸
5
町
内
会
・
{
呂
内
自

治
会
の
代
表
が
中
原
察
署
長
.

市
建
設
局
幹
部
に
対
し
信
号
機
の

町
会
長
志
村
勝

設
置
、
方
通
行
の
標
識
等
、
安

全
対
策
の
再
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

篠
原
克
己
・
中
原
警
察
署
長
、
市

建
設
局
担
者
は
早
急
な
取
り
組

み
を
約
束
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
町
会
も
無
事
に
総

会
を
終
え
、
新
し
い
事
業
年
度
の

ス
タ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。
安
全
安

心
の
町
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

前
年
度
に
は
防
災
へ
ル
メ
ッ
ト
や

防
災
備
品
の
整
備
な
ど
の
購
入
も

行
い
ま
し
た
。
新
年
度
は
近
隣
町

会
と
も
連
携
協
力
し
対
策
を
具
体

的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
美
化
運
動
も
広
域
的
に
取
り
組

む
な
ど
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

課
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

活
力
あ
る
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

皆
様
と
力
合
わ
せ
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
層
の

ご
指
導
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

終
わ
り
に
町
会
の
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

一
▲
"
己
"

平
成
一
八
年
度
小
田
中
町
会
通

常
総
会
が
無
事
盛
大
に
終
了
い
た

し
ま
し
た
。
以
下
そ
の
概
要
1

0
長
年
に
わ
た
っ
て
町
会
と
く

に
町
会
館
の
管
理
面
で
ご
尽
力
く

だ
さ
い
ま
し
た
故
長
谷
川
昭
様
婦

人
部
相
談
役
の
故
田
村
和
子
様
の

ご
冥
福
を
祈
り
黙
祷
で
始
ま
る
。

0
議
事
は
七
年
度
の
事
業
報
告

決
算
報
告
ま
た
八
年
度
の
事

業
計
画
と
予
算
案
す
べ
て
可
決
1

0
議
事
の
中
で
と
く
に
話
題
と
な

た
こ
と

1
町
会
と
し
て
の
防
災
の
取
り
組

み
が
適
切
・
防
災
講
演
会
が
よ

か
っ
た
今
年
も
実
施
し
て
ほ

し
い
、
聾
学
校
の
校
長
の
協
力

態
度
を
会
報
に
載
せ
た
の
が
よ

か
っ
た
近
隣
校
で
高
評
価
。

2
ご
み
集
積
所
の
撤
去
が
効
を
奏

し
粗
大
ご
み
な
ど
捨
て
な
く
な

り
町
が
き
れ
い
に
な
っ
た
。
今

後
も
不
必
要
な
集
積
所
は
撤
去

し
た
方
が
よ
い
。

③
会
報
の
編
集
は
役
員
昇
上
副

会
長
)
の
助
言
を
得
て
ょ
り
よ

い
編
集
に
し
て
い
き
た
い
。

4
町
内
の
中
に
は
子
供
は
い
る
が

子
供
会
に
参
加
す
る
子
は
少
な

町
会
と
し
て
今
後
の
対
策

、
0
しを
考
え
て
い
き
た
い
。

5
防
災
へ
ル
メ
ッ
ト
が
完
成
す
る
。

町
会
に
マ
ッ
チ
し
た
デ
ザ
イ
ン

と
、
齋
藤
美
代
婦
人
部
長
よ
り

紹
介
さ
れ
た
。
(
文
責
・
石
栗
)

元
気
で
活
動
し
ま
す

子
と
も
会

会
長
渡
辺
信
夫

『
新
年
度
の
総
会
無
事
終
了
』

・
行
事
・
予
算
決
定
・

五
月
一
十
五
日
、
平
成
十
八
年

度
子
ど
も
会
総
会
を
開
催
し
、
行

事
寸
画
・
予
算
案
に
つ
き
ま
し
て

出
席
者
の
皆
様
の
承
認
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
既
に
運
動
会
を
行
い

新
年
度
の
行
事
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
が
、
会
則
に
従
い
、
行
事
を

通
じ
素
直
な
子
供
た
ち
が
育
つ
よ

う
役
及
び
新
役
員
は
、
年
間

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

活

動
に
.
こ
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
子
ど
も
会
行
事
計
画

平
成
十
八
年
四
月
S
 
月
野
球
部
活
動

(
中
原
大
会
・
大
大
会
他
)

五
月
二
五
日平
成
十
八
年
通
常
総
会

六
月
四
日
第
三
十
八
回
運
動
会

七
月
夏
季
行
事

(
早
朝
ラ
ジ
オ
体
操
)

"
五
町
会
盆
踊
り

(
模
擬
店
に
て
協
力
)

九
月
関
神
社
例
大
祭

(
山
車
巡
業
・
御
輿
渡
御
)

十
月
友
遊
ラ
リ
】

(
大
戸
育
成
会
主
催
に
参
加
)

こ
の
五
月
十
日
、

今
年
度
の
主
要
行
事

の
一
つ
、
エ
ポ
ッ
ク

中
原
で
の
演
芸
大
会

に
参
加
し
ま
し
た
男

女
混
声
合
唱
で
「
荒

城
の
月
」
を
歌
い
大

会
き
な
拍
手
と
歓
声
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
回
に
は
多
く
の

方
々
の
参
加
を
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
す
。

六
月
十
八
日
は
、

今
井
小
学
校
で
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
出
席
す
る
予
定
で

す
。
「
会
旗
」
を
か
か
げ
、

堂
々
と
参
加
し
ま
す
。
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
も
挑
戦

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
応
援
し

て
下
さ
い
。

昨
年
度
目
標
と
し
て
い

ま
し
た
会
員
の
増
員
は
協

力
者
の
お
か
げ
で
達
成
す

一
「
,

、

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
年
は
、
す
み
れ
会
の
活
動
の

様
子
を
十
分
に
P
R
し
、
ご
理
解

を
い
た
だ
き
、
よ
り
一
層
「
有
意

義
で
充
実
し
た
す
み
れ
会
に
し
て

い
き
た
い
」
と
願
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
積
極
的
な
ご
加
入
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
町
会
よ
り
助

成
金
を
増
額
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

'

r
;恒
例
の
運
動
会
開
催
す

ー
す
み
れ
会
も
特
別
希
1

第
三
十
八
回
運
動
会
が

六
月
四
日
、
大
谷
戸
小
学

校
に
お
い
て
志
村
町
会
長

は
じ
め
町
会
役
員
・
荒
井

校
長
先
生
、
そ
れ
に
今
年

か
ら
は
す
み
れ
会
の
方
々

に
も
特
別
参
加
い
た
だ
き

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
開

会
式
に
は
子
供
た
ち
の
参
加
が
芳

し
く
な
か
っ
た
も
の
の
、
競
技
が

進
む
う
ち
徐
々
に
増
え
佳
境
に
な

つ
て
か
ら
は
父
兄
の
積
極
的
な
参

加
で
例
年
に
な
い
盛
況
に
な
り
ま

し
た

◇

〔
厶
冨
員
を
追
加
集
し
ま
す
〕

子
ど
も
会
会
員
の
追
加
募
集
を

行
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
左

記
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

《
対
象
》
三
歳
児
S
中
学
生

《
応
募
先
》
渡
辺
信
夫
宛

《
Ⅲ
・
蹴
》
 
7
5
5
1
1
2
0
7

更
に
、
「
県
の
た
よ
り
」
・
「
市

政
だ
よ
り
」
の
配
布
な
ど
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
地
域
の
子
育
て
支
援

な
ど
も
話
題
に
上
が
り
ま
し
た
。

な
か
で
も
ゴ
ミ
の
分
別
・
り
サ

イ
ク
ル
問
題
に
お
き
ま
し
て
は
、

川
崎
市
民
の
意
識
レ
ベ
ル
の
低
さ

が
あ
げ
ら
れ
、
日
常
生
活
を
送
っ

て
い
く
上
で
家
庭
の
主
婦
と
し
て

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

婦
人
部
の
仕
事
と
い
う
の
は
ま

さ
に
"
縁
の
下
の
力
持
ち
"
と
い

う
役
割
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
も
微
力
な
が
ら
地
域
の
役
に

立
て
る
よ
う
、
で
き
る
限
り
頑
張

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

行
事
の
際
に
は
ど
う
か
皆
様
の
ご

参
加
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

十
一
月
一

十
回
餅
つ
き
大
会

十
一
月
野
球
部
(
ク
リ
ス
マ
ス
会

平
成
十
九
年
月
作
品
展

(
糊
め
・
絵
画
中
子
市
器

一
月
凧
浮
大
厶
叉
中
子
連
主
催
)

月
子
ど
も
夢
パ
ー
ク
(
津
田
山
)

月
野
球
部
翁
別
れ
会
)

※
行
亊
案
内
は
都
度
会
員
の
家
庭
に
配

布
い
た
し
ま
す
。

婦
人
部
の
活
動
を

明
る
く
楽
し
く

五
月
二
十
四
日
、
町
内

会
館
に
て
婦
人
部
総
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
大
雨
.

雷
の
な
か
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
ま
し
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
平
成
七
年
度
収

支
決
算
報
告
・
一
八
年
度
予
算
案
・

活
動
予
定
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。
ま
ず
婦
人
部
と
し
て
の
主

な
活
動
内
容
を
挙
げ
る
と
ー
。

5
月
婦
人
部
総
会
・
日
赤
募
金

活
動
に
協
力

6
月
希
望
者
全
員
で
の
食
事
会

7
月
盆
お
ど
り
練
習
。
五
町
会

合
同
盆
お
ど
り
大
会
参
加

9
月
敬
老
記
念
品
お
届
け
・
町

会
祭
礼
参
加
協
力

W
月
中
原
区
民
祭
参
加

地
月
年
末
火
の
用
心
に
協
力

(1)平成 18年7月1日 会報大ケ谷戸こだなか 第 15号

今年度の町会と
各部の活動の予定

町会の主な行と活内容

平成18年度小田中町会事業計画

平成18年5月平成18年度通常総会

5・6月日本赤十字社費のお願い

6月一部地区美化運動の実施

7月大ケ谷芦5町会による

納涼盆踊り大会

9月関神社例大祭

"敬老の日お祝い品のお届け

10月二部地区美化運動の実施

"防災訓練の実施

Ⅱ月スポーツ大会の実施

12月三部地区美化運動の実施

"年末夜間巡回警備の実施

平成19年1月役員新年研修会

3月四部地区美化運動の実施

※役員会は毎月第一木曜日に開催

※会報「大ケ谷戸こだなか」の発行

総会において承認、会計1名増

原弘氏が就任

■南,コ
^.^:^

高学年による障害物競走

すみれ会の発展をめざして!
長黒沼久子

大歓声の中で歌う 「荒城の月」合唱
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わ
た
し
た
ち
の
町
に
四
車
線
道
路
が
完
成
し
、
平
成
一
八
年
(
二
0

0
六
年
)
四
月
一
日
に
開
通
し
ま
し
た
。
こ
の
道
路
開
通
ま
で
に
は
長

い
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
に
町
に
影
響
を
及
ぼ

す
の
か
、
町
民
に
と
っ
て
は
大
い
に
関
心
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

き
行
わ
れ
、
平
成
一
四
年
に
庚
申

戸
玉
1
誘
方
■
曾
ま
で
、
で
一
工
ー
ー
堺
業
所
凶
魯
の
他
賃
男
々
か
ら
は

0
信
号
が
出
来
た
こ
と
に
よ
っ
て

に
は
原
清
一
さ
ん
宅
の
横
ま
で
、
 
Q
 
道
路
の
開
通
に
よ
っ
て
の
ゴ

Q
 
こ
の
道
路
の
計
画
は
、
い
つ

町
が
二
分
さ
れ
、
今
ま
で
親
し
く

一
七
年
に
は
ニ
ケ
領
用
水
の
橋
が
ミ
収
集
で
と
く
に
問
題
点
は
あ
り

始
ま
り
ま
し
た
か
?

し
て
い
た
方
が
遠
く
な
っ
た
。

完
成
し
、
よ
う
や
く
一
八
年
四
月
ま
せ
ん
か
。

A
.
こ
の
計
画
は
、
,
都
市
計
画
の

0
意
外
と
車
量
が
少
な
い
。
税
金

一
環
と
し
て
、
昭
和
二
八
年
九
月

に
西
下
橋
ま
で
開
通
し
ま
し
た
。
 
A
 
と
く
に
大
き
な
問
題
は
あ
り

の
無
駄
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

三
0
日
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

Q
 
今
後
の
道
路
は
ど
の
よ
う
に
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
ゴ
ミ
回
収
の
車

の
行
き
来
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。

0
人
通
り
の
流
れ
が
変
わ
っ
た
。

Q
 
計
画
さ
れ
て
か
ら
、
五
0
年

延
長
さ
れ
ま
す
か
?

商
売
を
や
っ
て
い
く
の
が
大
亦
久
。

A
:
当
初
の
計
画
通
り
、
「
宮
内
た
だ
、
住
民
の
方
に
お
願
い
し

以
上
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
ど
ん

な
経
過
を
た
ど
ら
れ
ま
し
た
か
?

新
隈
避
は
東
昂
と
新
横
浜
を
た
い
こ
と
は
「
ゴ
ミ
は
で
き
る
ー
ー

A
 
都
市
計
画
が
決
定
さ
れ
た
あ

結
ぶ
区
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
だ
け
自
分
の
家
の
近
い
所
に
出
し

中
原
管
内
に
お
い
て
は
、
現
在
て
い
た
だ
き
、
自
分
の
出
し
た
ゴ

と
昭
和
四
一
年
に
事
業
決
定
し
、

残
る
西
下
橋
よ
り
多
摩
沿
線
道
路
ミ
は
自
分
で
責
任
を
も
ち
管
理
し

測
量
及
び
用
地
買
収
を
行
っ
た
後

ま
で
の
区
間
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
て
い
た
だ
き
た
い
。

に
工
事
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

く
り
局
で
都
市
計
画
を
見
直
す
作
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
互
い
に
ゴ

苅
宿
小
田
中
線
か
ら
新
城
小
学

校
の
区
間
ま
で
順
次
工
事
を
進
め

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
ミ
に
対
し
て
関
心
が
深
ま
り
、
ゴ

平
成
四
午
に
尻
手
黒
川
線
か
ら
又

建
設
局
で
事
業
を
実
施
す
る
予
定
ミ
置
き
場
も
き
れ
い
に
な
る
と
思

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
尻
手
い
ま
す
。
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

玄
寺
の
区
問
が
完
成
し
ま
し
た
。

0

①
背
の
高
い
家
具
な
ど
は
転
倒

防
止
器
具
で
固
定
す
る
。

②
窓
食
器
棚
書
棚
な
ど
の

ガ
ラ
ス
に
は
、
飛
散
防
止
フ

イ
ル
ム
を
貼
っ
て
お
く
。

③
積
み
重
ね
家
具
は
上
下
を
固

定
す
る
。
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道
路
の
開
通
に
よ
っ
て
、
交

通
上
何
か
問
題
あ
り
ま
せ
ん
か
。

A
.
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の
所
が
道

幅
が
広
く
、
児
童
の
登
下
校
の
安

全
が
心
配
で
す
。
現
在
、
地
域
の

方
、
 
P
T
A
の
方
が
世
話
し
て
く

だ
さ
っ
て
助
か
り
ま
す
。
今
後
も

引
き
続
き
児
童
の
安
全
に
注
意
を

払
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

災
用
の
へ
ル
メ
ッ
ト
と

警
笛
を
百
セ
ッ
ト
購
入

し
ま
し
た
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
<
挿
絵
)

は
、
白
地
に
ブ
ル
ー
の

ラ
イ
ン
が
入
り
、
前
方

中
央
は
、
川
崎
市
の
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
併
せ

て
町
会
名
の
「
小
田
中
」

の
金
文
字
が
輝
き
、
両

サ
イ
ド
に
は
町
名
(
ブ

ラ
ッ
ク
)
が
印
さ
れ
て

い
ま
す
。

(
※
、
町
会
長
は
三
線

町
内
会
に
期
待
す
る
こ
と

三
部
山
崎
誠
一

最
近
各
地
で
子
ど
も
に
対
す

る
事
件
が
多
発
し
杞
憂
し
て
い
る
。

少
子
化
が
進
み
、
町
内
会
の
将
来

を
芳
え
る
と
、
学
校
と
家
庭
の
問

に
あ
る
存
在
と
し
て
、
子
ど
も
達

を
健
全
に
育
て
、
見
守
る
こ
と
が
、

大
人
の
責
務
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

以
前
は
、
町
内
の
運
動
会
、
野

球
、
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
な
ど
で
、
子

ど
も
を
持
つ
親
同
士
は
、
そ
れ
ぞ

れ
あ
る
意
味
で
の
、
コ
ミ
ユ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て
い
た
と
思
う
。

"
見
守
ら
れ
て
い
る
"
と
い
う
子

ど
も
達
の
感
覚
を
育
て
る
た
め
に
、

大
人
と
子
ど
も
達
の
紳
を
強
め
る

よ
う
な
、
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
を
検
討
し
、
帰
属
意
識
を
持
っ

た
人
を
育
て
て
お
く
段
階
に
来
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

安
心
・
安
全
は
地
域
の
力
で
」

0
 
こ
、
、
こ

オ
オ

ー
;瓢廟/
き
ま

W

1
f
t

ノノナ寸イし取

止
す
る
た
め
、
転
倒
防

、
、

止
金
具
の
取
り
付
け
を

無を
「
無
料
」
で
実
施
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

金
《
対
象
》
七
十
歳
以
上

の
一
人
暮
ら
し
の
方

、
ク

《
内
容
》
転
倒
の
恐
れ

到

亭

の
あ
る
家
具
へ
金
具

転

を
取
り
付
け
る
。

《
開
始
日
》
九
月
一
日

だ
経
飴
ミ

.

道
路
は
「
人
々
を
支
え
る
と
共

に
、
人
々
の
牛
活
を
変
え
る
」
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
さ
ら

に
道
路
が
延
長
さ
れ
れ
ば
車
量
も

多
く
な
り
新
し
い
問
題
も
出
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
町
民
は

互
い
に
協
力
し
平
和
で
安
全
な
町

を
願
い
た
い
も
の
で
す
。

(
文
責
・
石
栗
正
夫
)

ノ

四
〆

防
災
組

織
は
志

村
町
会

長
(
本

部
長
)

を
中
心

に
、
全

役
員
で

構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
警
笛
も
着
用

し
、
救
助
活
動
に
万
全
を
期
し
て

ま
い
り
ま
す
。 倉

マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
む
私
も
町
会

と
積
極
的
に
か
か
わ
り
を
も
っ
て

楽
し
い
社
会
を
つ
く
り
。
子
供
を

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
災
害
へ
の
対
応
」

防
衛
庁
中
原
宿
舎

自
治
会
長
篠
村
靖
彦

大
ケ
谷
戸
小
田
中
町
会
の
皆
様

に
は
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。
こ
の
た
び
、
町
会
会
報
に

寄
稿
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
皆
様
の
関
心
の
高
い
「
災

害
」
に
つ
い
て
、
自
衛
隊
の
態
勢

を
踏
ま
え
て
所
見
を
述
べ
た
い
と

思
い
ま
す
。

自
衛
隊
の
災
害
派
遣
は
都
道
府

県
知
事
等
の
要
請
に
よ
る
こ
と
を

原
則
と
し
て
い
ま
す
。
緊
急
の
場

合
の
自
主
派
遣
や
震
度
五
弱
以
上

の
地
震
の
場
合
令
な
く
航
空
機

に
よ
る
情
報
収
集
を
開
始
す
る
な

小
田
中
に
住
む

人
た
ち

目
目

0
会
報
1
大
ケ
谷
戸
こ
、
だ
な
か
第

十
五
号
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
の
で

お
届
け
い
た
し
ま
す
。

0
こ
の
会
報
は
、
町
会
と
し
て
、

ま
た
、
各
部
、
各
会
と
し
て
の
一

午
間
の
活
動
計
画
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
ご
覧
に
な
ら
れ
活
動
に

参
加
し
た
り
、
協
力
し
町
会
の
一

員
で
あ
る
と
い
う
ご
自
覚
を
も
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
今
回
、
わ
た
し
た
ち
の
町
に
「
宮

内
新
横
線
」
と
い
う
新
し
い
道
路

が
開
通
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ

の
「
道
路
の
開
通
と
今
後
の
展
望
」

と
題
し
て
建
設
セ
ン
タ
ー
、
生
活

ど
、
災
害
へ
の
即
応
態
勢
を
と
っ

て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
発
災
直

後
の
救
援
に
は
限
界
が
あ
り
、
活

動
の
主
は
被
災
者
に
対
す
る
衣
食

住
と
医
療
の
支
援
そ
し
て
復
興
・

復
旧
と
な
り
ま
す
。

さ
て
、
災
害
に
適
切
に
対
応
す

る
に
は
何
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う

か
。
簡
単
に
答
え
は
出
ま
せ
ん
が
、

興
味
深
い
例
を
紹
介
し
ま
す
。

阪
神
淡
路
大
震
災
の
際
、
各
国

か
ら
多
く
の
支
援
が
あ
り
ま
し
た
。

ス
ィ
ス
か
ら
は
、
山
岳
救
助
犬
チ

ー
ム
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
彼
ら
は
検
疫
等
に
時
間
を

費
や
し
、
被
災
地
に
入
っ
た
と
き

に
は
十
分
な
活
躍
を
す
る
機
会
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
方
、
英

国
は
何
の
変
哲
も
な
い
沢
山
の
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
被
災
地
で
雨
、
風
そ

し
て
冬
場
の
寒
さ
を
凌
ぐ
の
に
は

大
い
に
役
立
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

環
境
事
業
所
警
察
の
交
通
課
の

ご
協
力
で
、
感
想
や
ご
意
見
を
お

聞
き
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
後
も
町
の
発
展
に
役
立
つ
よ
う

に
と
願
い
た
い
も
の
で
す
。

0
今
回
の
会
報
か
ら
文
字
を
大
き

く
し
、
紙
面
が
ひ
と
ま
わ
り
大
き

く
な
り
ま
し
た
。
き
っ
と
読
み
易

く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ご
愛
読

く
だ
さ
い
。

0
 
「
子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
る
の

は
だ
れ
?
」
よ
く
問
わ
れ
て
い
ま

す
。
世
界
最
古
の
書
に
は
「
親
は

自
分
の
子
に
教
え
込
ま
ね
ば
な
ら

ぬ
」
と
、
親
に
責
任
が
あ
る
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
を

親
は
自
覚
し
た
い
も
の
で
す
。
兪
1
)

四
部
高
梨
慎
一

最
近
の
ニ
ユ
ー
ス
を
見
る
と
、

子
ど
も
に
関
す
る
事
件
ば
か
り
が

目
に
つ
き
、
子
ど
も
を
持
つ
親
と

し
て
胸
を
痛
め
て
い
る
の
は
私
だ

け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
な
物
騒
な
世
の
中
だ
か
ら

こ
そ
町
会
の
役
割
は
重
要
に
な
っ

て
く
る
と
思
う
の
で
す
。

町
会
や
子
ど
も
会
や
各
種
の
行

事
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
子

ど
も
同
士
の
付
き
合
い
や
大
人
の

コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
学

校
だ
け
で
は
出
来
な
い
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
や
人
問
関
係
が
町
会
に
あ
る

と
思
う
か
ら
で
す
。
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